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議員定数
16人

全国の市議会と小野市議会との比較
小 野 市 議 会

全国815市議会の状況

（R2年2月現在）

全 国 の 市 議 会

（H30年8月現在）
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男性
56.2%

女性
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女性 7人
9人 議　長 副議長

議員報酬
議　員

528,000円

H19年4月
　20人⇒18人
H23年4月
　　18人⇒16人

449,000円 409,000円

削減削減
（H30年12月現在）

20代
65人

30代
939人

40代
2,566人 4,580人

60代
7,661人

70代
3,095人

80代～
116人

50代

平均　59.2歳平均　59.6歳

30代
4.9%

20代
0.3%

80代～
0.6%

40代
13.5%

50代
24.1%

60代
40.3%

70代
16.3%

男性
女性   2.888人

16.134人

男性
84.8%

女性
15.2%

議員定数（平均）
23.7人

議　長 副議長
議員報酬（平均）

議　員
517,000円 457,000円 422,000円

政務活動費

議会報告会

議会基本条例 視察報告書のホームページ公開

小野市は公開して
いますが調査上
対象外

ほとんどの年代がいて、
多様な視点で議論しています。

　議会基本条例は、北海道栗山町議会が初め
て制定されたと言われています。その後、全国の
あちこちで、ブームのように制定されてきました。
栗山町議会のように、改革を進め、それを明文
化することを本来、目指すべきですが、条例を制
定すること自体が目的となり、形骸化している
議会があることも否めません。

　小野市議会では、議会として当たり前のこと
を条例化する必要はないとして、議会基本条例
を制定していません。
　議会報告会も、定期的に開催していませんが、
場を設けて、わざわざ来ていただき、少人数の
方とお話しするより、わかりやすい市議会だより
を全戸配布し、お知らせしたり、要望があった
団体と意見交換させていただく方が有意義で
はないかという結論に至っています。
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 小野市議会では平成29年度から政務活動費を廃止しています。小野市
議会で不正はありませんでしたが、全国で不適切な支出が相次ぎ、不信感
が募ったために全国的にも極めて稀な取組として廃止することを決定しま
した。
　なお、公費で行政視察や研修に行った場合、視察報告書は必ず全員
ホームページで公開していますが、政務活動費がないため、調査結果上では
「公開している」に含まれていません。

全国でも
トップレ

ベルの

女性議員
比率!
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●議場での市民との懇話会
　新聞でも紹介されましたが、令和元年6月から
市議会本会議休憩中に、議場で傍聴者の方から質
問を受け付ける懇話会を始めました。市長など当
局と議員がいる議場で、市民の方の率直な疑問に
答える機会を設けるという全国でも稀な試みをし
ています。
　倒壊しそうな空き家の撤去など、懇話会を経て、
解決に繋がった例もあります。
市議会の傍聴に来られた際には、ぜひ、ご参加く
ださい。

●議会調査研究活動報告会
　政務活動費の廃止により、調査・研究
のため行政視察等を実施する場合は、議
会の承認が必要な仕組みとなりました。
議員自ら事前に計画書を提出し、目的を
議会へしっかりと説明してから実施する
という、成り行き管理からターゲティン
グワークへの転換を行いました。
 さらに調査研究活動を見える成果とす
るため、視察や研修を実施した後は、議
員全員で報告会を行っています。資料や
パワーポイントを使って説明し、質疑応
答をして、議員全員にフィードバックを
行っています。
　また、担当職員も参加できるようにし
ており、議員だけでなく、当局とも先進
的な取組を情報共有できるようにしてい
ます。

●市議会だよりの刷新
　昨年度より、市議会だよりの刷新を行っております。
小野市議会の活動をお知らせできる一番有効なツール
ですので、読みやすくわかりやすい紙面を目指して、
現在も検討を重ねています。
　ご意見やアドバイス等、ぜひお寄せください。

●行政視察を多数受け入れ
　令和元年の1年間で全国から33議
会が小野市の施策を視察に来られま
した。
　今年は、改選があり、初当選した
議員も研修の一環として行政視察を
傍聴し、小野市の施策について、知
識を深めています。
　また、政務活動費の廃止や議会傍
聴時の託児・手話通訳等の取組、市
議会だよりについての取組など、小
野市議会の取組についても視察に来
られ、紹介しました。

　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
で
は
毎
年
、

「
議
会
改
革
度
調
査
」
を
実
施
し
、
全
国
の
地
方

議
会
の
改
革
度
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
、
兵
庫
県

か
ら
1
0
0
位
以
内
に
入
る
議
会
が
相
次
ぎ
、
都

道
府
県
別
で
は
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
小
野
市
議
会
は
、
回
答
の
あ
っ
た

1
，
4
4
7
議
会
中
7
2
0
位
で
し
た
。

　
そ
の
要
因
の
一
つ
が
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し

て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
政
務
活
動

費
を
廃
止
し
た
こ
と
で
、
活
動
報
告
書
の
公
開
を

し
て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
評
価
さ
れ
て
い
な
い
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
、
小
野
市
議
会
で
は
独
自
の
議
会
改

革
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
取
組
に
対
し
て
、
全
国

か
ら
視
察
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

各自治体で地域性も状況も違うから、
改革も、その自治体に合った取組を
しないといけないわよね。
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⑥⑦

河
島
信
行

共産党 無会派

賛成＝○　　反対＝●※１　川名善三議員は、議長のため表決権はありません。

小
林
千
津
子

髙
坂
純
子

河
島
三
奈

久
後
淳
司

藤
原
貴
希

喜
始
真
吾

岡
嶋
正
昭

前
田
光
教

市民クラブ

議決
結果

可決可決

議会の議員の議員報酬
及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正す
る条例の制定について

小野市手数料徴収条例
等の一部を改正する条
例の制定について

14 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※1 ● ○

可決可決 13 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※1 ● ●

賛
　
　
成

条
　
　
例

反
　
　
対

議案名等

会派名

議員名

★賛否が分かれた議案と審議結果

提出議案と審議結果提出議案と審議結果
★全会一致で可決・同意した議案

審議議案の中から PICK UP!!

会
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間
28
日
間

（
11
月
28
日
〜
12
月
25
日
）
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例
会

市
長
提
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案…

…

議
案
18
件（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

補
正
予
算
4
件
・
条
例
改
正
5
件

そ
の
他
9
件

議
員
提
出
議
案
…
…
議
案
3
件（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

選
挙
1
件
・
条
例
改
正
1
件

意
見
書
1
件

審議議案の中から PICK UP!! 第４１9回

補
正
予
算

令和元年度小野市一般会計補正予算（第3号）

令和元年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和元年度小野市介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和元年度小野市下水道事業会計補正予算（第2号）

第5 9号

第6 0号

第6 1号

第6 2号

議案番号区分 議　　案　　名

意見書 難病医療費助成制度の改善を求める意見書第2号

第6 3号

第6 4号

第6 5号

議員提出議案
第1号

条
　
　
例

小野市森林環境基金条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

小野市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

第6 8号

第6 9号

第7 0号

第7 1号

第7 2号

第7 3号

第7 4号

第7 5号

第7 6号
議選
第1 0号

そ
　
　
の
　
　
他

兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更について

小野市うるおい交流館の管理に係る指定管理者の指定について

小野市都市公園の管理に係る指定管理者の指定について

白雲谷温泉ゆぴか大規模改修工事請負契約の変更について

小野市固定資産評価審査委員会委員の選任について

小野市教育委員会委員の任命について

小野市新庁舎建設工事請負契約の変更について

小野市新庁舎電気機械設備工事請負契約の変更について

新庁舎庁用備品の取得について

小野市選挙管理委員及び補充員の選挙について

計
21
件

　
光
熱
水
費
、
人
件
費
の
上
昇
や
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
等
を
受
け
て
、

長
ら
く
据
え
置
か
れ
て
い
た
手
数
料

や
利
用
料
を
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
と
利
用
し
な
い
方
の
負
担
に
着

目
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
を

適
正
に
手
数
料
や
使
用
料
に
反
映
す

る
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
1
2
4
項
目
中
86
項

目
に
つ
い
て
4
月
1
日
に
改
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
の
利
用
料
金

に
つ
い
て
は
、
1
月
1
日
か
ら
7
0
0

円
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
票
1
通
3
0
0
円
に
！

手
数
料
等
の
見
直
し

（
議
案
第
67
号
）

聖
火
リ
レ
ー
を
小
野
市
流

に
演
出

新
庁
舎
開
庁
に
向
け
て

国
道
175
号
玄
関
口
の
整
備

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
59
号
）

小
野
南
中
学
校
仮
設
校
舎

建
設

　
お
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
丹
精
を
込
め
て
種
か
ら
育

て
た
花
（
プ
ラ
ン
タ
ー
6
5
0
個

分
）
を
沿
道
に
設
置
し
て
、
5
月

24
日
（日）
に
行
わ
れ
る
聖
火
リ
レ
ー

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
国
道
1
7
5
号
浄
谷
町
中
交
差

点
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
植
栽

帯
）
4
か
所
を
、
新
庁
舎
へ
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る

よ
う
銘
板
の
設
置
や
植
栽
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　
小
野
南
中
学
校
長
寿
命
化
改
良

事
業
に
伴
う
仮
設
校
舎
の
建
設

（
R
2
）、
仮
設
校
舎
使
用
時
の

リ
ー
ス
（
R
2
・
3
）
及
び
本
校

舎
が
完
成
し
た
際
の
仮
設
校
舎
の

撤
去
（
R
3
）
を
順
次
進
め
ま
す
。

住民票、印鑑登録証明書
所得・課税証明書
エクラ大会議室（平日全日）
大池総合公園野球場（1ｈ）
総合体育館アリーナ（1/2面1ｈ）
室内プール（一般　温水時）
匠台公園体育館　軽運動室
河合運動広場多目的グラウンド（1ｈ）
小野希望の丘陸上競技場アレオ（一般個人昼間1回）

2 5 0
2 5 0

1 2 , 0 0 0
8 0 0

1 , 5 0 0
5 0 0
5 0 0
8 0 0

3 0 0
3 0 0

1 5 , 0 0 0
1 , 0 0 0
2 , 1 0 0
6 0 0
6 0 0

1 , 0 0 0
4 0 0新　規

改定前（円）手 数 料 等 の 名 称 改定後（円）
改定内容抜粋

本校舎イメージ図

住民票等を
マイナンバーカードで
コンビニ取得すれば
250円のまま！
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市民のみなさまの生活に
関わることについて、
7人の議員が
一般質問を行いました。

QRコード

平
田
真
実
議
員
（
と
も
に
輝
く
お
の
）

QRコード

河
島
三
奈
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……
　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい
　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。
　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。

●質問テーマは?
　1 .  質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。
　2 .  議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。

●質問の制限時間は?
　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　
《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》
各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、
その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!

QRコード

村
本
洋
子
議
員
（
公
　
明
　
党
）

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

　

質
問　
過
去
の
答
弁
で
、
方
向
性
は
聞
い

て
い
た
が
、
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　
現
在
、
移
転
先
と
な
る
福
祉
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
に
向
け
た
実

施
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
計
画
案
で

は
、
特
別
な
機
能
を
必
要
と
す
る
部
屋
か

ら
優
先
的
に
配
置
す
る
考
え
で
あ
る
。
現

在
の
コ
ミ
セ
ン
お
の
と
比
較
す
る
と
面
積

が
狭
く
な
る
た
め
、
会
議
や
打
ち
合
わ
せ

等
の
貸
室
に
つ
い
て
は
、
伝
統
産
業
会
館
、

他
の
コ
ミ
セ
ン
、
各
町
公
民
館
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
既
存

施
設
の
更
な
る
有
効
活
用
も
併
せ
て
図
っ

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　

質
問　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
に

社
会
福
祉
協
議
会
が
残
る
の
か
。

　

答
弁　
現
市
民
福
祉
部
の
部
分
と
旧
保
健

セ
ン
タ
ー
の
部
分
が
あ
る
が
、
現
在
ま
だ

確
定
で
は
な
い
。　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

・
議
案
第
59
号
、
63
号
に
つ
い
て

コ
ミ
セ
ン
お
の
の
移
転
は
？

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る

　

質
問　
市
民
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る

取
組
は
。

　

答
弁　
広
報
に
啓
発
記
事
の
掲
載
、
市
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー
、
消
費
者
団
体
主
催
の
料

理
教
室
、
小
野
市
環
境
審
議
会
に
お
け
る

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
削
減
の
必
要
性
を
説

明
。
小
学
校
で
の
環
境
出
前
講
座
を
開
催
。

（
市
当
局
）

　

質
問　
3
0
1
0
運
動
の
啓
発
に
対
す
る

取
組
は
。

　

答
弁　
来
年
4
月
の
運
用
開
始
に
向
け
、

市
民
や
飲
食
店
と
連
携
し
た
普
及
促
進
を
掲

げ
審
議
会
で
是
非
を
協
議
す
る
。（
市
当
局
）

　

質
問　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（※）
へ
の
取
組
は
。

　

答
弁　
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が

と
う
」に
活
か
す
。食
品
の
安
全
性
の
確
保
、

取
組
の
持
続
可
能
性
、
受
け
入
れ
ニ
ー
ズ

等
十
分
に
研
究
し
て
い
く
。　
（
市
当
局
）

防
災
対
策
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

　

質
問　
自
治
会
の
災
害
対
策
活
動
へ
の
補

助
制
度
の
創
設
は
。

　

答
弁　
毎
年
9
月
に
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
実
施
。
防
災
の
知
識
習
得
、
防
災

体
制
の
構
築
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
補
助
金

制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。（
市
当
局
）

　

質
問　
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
方
へ
の
支

援
体
制
は
。

　

答
弁　
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
を

活
用
し
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
支
援
体
制

の
構
築
を
促
進
し
て
い
る
。
黍
田
町
で
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
自
治
会
役
員
等
と
連

携
し
た
個
別
計
画
の
作
成
を
行
う
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

食
品
ロ
ス
削
減
法
　
何
が
変
わ
る
？

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が
と
う
」
に

　

質
問　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
は
、
国
・

県
の
上
乗
せ
事
業
で
あ
る
。
国
の
制
度
で

対
象
外
と
な
れ
ば
市
の
助
成
も
受
け
ら
れ

な
い
。
一
般
不
妊
治
療
も
含
め
、
不
妊
で

悩
ま
れ
る
方
に
も
っ
と
寄
り
添
っ
た
事
業

に
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　
不
妊
治
療
も
含
め
、
当
市
の
子
育

て
支
援
は
十
分
出
来
て
い
る
と
い
う
認
識

で
あ
る
。
夫
婦
や
家
族
で
協
力
し
、
自
分

た
ち
で
責
任
を
持
っ
て
実
現
し
て
い
く
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
。　
　
　
　
（
市
長
）

産
後
の
育
児
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

質
問　
核
家
族
で
の
新
生
児
育
児
や
多
胎

児
育
児
は
本
当
に
大
変
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ

サ
ポ
で
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
沐
浴
や

家
事
の
お
手
伝
い
等
、
実
生
活
で
の
困
り

ご
と
を
助
け
合
う
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

は
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　
育
児
や
家
事
支
援
が
必
要
な
場
合

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
頂
き

た
い
。
今
後
も
、
悩
み
を
抱
え
る
方
が
相

談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

（
市
当
局
）

受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て

　

質
問　
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
の
歩
き
た
ば

こ
を
含
め
た
喫
煙
マ
ナ
ー
喚
起
に
加
え
、

受
動
喫
煙
に
配
慮
し
た
分
煙
の
取
組
に
つ

い
て
問
う
。

　

答
弁　
案
内
板
等
に
よ
る
喫
煙
所
へ
の
誘

導
と
、
人
の
往
来
を
考
慮
し
た
導
線
に
配

慮
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
分
煙
が
徹
底
で

き
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
運
営
者
と
協
議
し
て

い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

不
妊
治
療
助
成
を
拡
充
す
べ
き
で
は

当
市
は
十
分
す
ぎ
る
く
ら
い
の
支
援
が
で
き
て
い
る

（※）
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
：
各
家
庭
で
余
っ
た
食
品
を

持
ち
寄
り
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
福
祉
団
体
等
の
人
々

に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
を
通
じ
て
寄
付
す
る
活
動
。

答
弁

答
弁

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

視
察
報
告

調
査
報
告

12
月
定
例
会

議
案
審
議

特
集
　
　
　
　
　
　

議
会
改
革

12
月
定
例
会

議
案
審
議

常
任
委
員
会
審
査

議
会
調
査
研
究
活
動

特
集
　
　
　
　
　
　

議
会
改
革

特
集
　
　
　
　
　
　

議
会
改
革

特
集
　
　
　
　
　
　

議
会
改
革

調
査
報
告

⑧⑨

コミセンおの　ラストクリスマスイルミネーション

安心して産み育てられる
まちへ

環境省3010運動啓発チラシ



QRコード

河
島
　
泉
議
員
（
と
も
に
輝
く
お
の
）

QRコード

喜
始
真
吾
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

QRコード

藤
原
　
章
議
員
（
日
本
共
産
党
）

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

　

質
問
　
場
所
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
案

内
看
板
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今

後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁
　
看
板
設
置
は
議
論
す
る
。
施
設
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
あ
く
ま
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
運
営
し
て
い
く
。（
市
当
局
）

河
川
の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て

　

質
問
　
堆
積
土
砂
の
処
理
状
況
は
。

　

答
弁
　
加
古
川
で
は
東
播
磨
道
の
盛
り
土

材
に
、
県
、
市
は
予
算
の
範
囲
内
で
撤
去

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
民
間
事
業
者
を
活
用
し
た
砂
利
採

取
は
。

　

答
弁
　
加
古
川
管
内
で
は
問
い
合
わ
せ
等

は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
行
政
が
補
助
し
て
民
間
を
活
用
す

れ
ば
ど
う
か
。

　

答
弁
　
市
だ
け
で
は
で
き
な
い
、
今
後
、

研
究
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

議
案
第
67
号
　
小
野
市
手
数
料
徴

収
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

質
問
　
改
正
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方

針
や
考
え
方
は
。

　

答
弁
　
長
年
据
え
置
い
た
ま
ま
だ
っ
た
も

の
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
た
。

　

ま
た
、
証
明
書
等
の
手
数
料
は
、
原
価

を
受
益
者
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

鍬
溪
温
泉
の
現
状
は

QRコード

松
永
美
由
紀
議
員
（
と
も
に
輝
く
お
の
）

　

質
問
　
令
和
2
年
度
か
ら
小
学
校
の
英
語

教
育
が
大
き
く
変
わ
る
が
、
今
後
の
対
応

を
問
う
。

　

答
弁
　
現
在
、
小
学
3
、
4
年
生
で
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
の
ふ
れ

あ
い
に
よ
り
、
主
体
的
か
つ
意
欲
的
に
英

語
を
学
べ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

5
、
6
年
生
で
は
「
読
む
」「
書
く
」
の

指
導
に
よ
り
、
日
常
の
出
来
事
や
自
分
の

思
い
を
英
語
で
伝
え
合
う
活
動
に
注
力
し

て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、「
話
す
」「
聞

く
」
を
加
え
た
4
技
能
の
向
上
を
目
指
す
。

ま
た
、
教
員
の
指
導
力
向
上
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
は
検

討
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
促
進
に
つ
い
て

　

質
問
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

へ
の
取
組
は
。

　

答
弁
　
最
近
で
は
「
お
の
恋
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
予
約
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

受
け
付
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
市
長
へ

の
お
た
よ
り
」、「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
投
稿
」、「
小
野
市
希
望
の
丘
陸
上

競
技
場
の
愛
称
募
集
」
サ
イ
ト
を
開
設
。

ま
た
、
市
税
や
水
道
料
金
の
ス
マ
ホ
決
済

も
開
始
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
利
便
性
が

高
く
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
発
展
と
共
に
導
入

の
必
要
性
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
個
人

認
証
を
可
能
に
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
努
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向

け
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。　
（
市
当
局
）

ひ
ら
け
‼
世
界
へ
の
と
び
ら

　

質
問
　
国
の
3
・
4
・
5
歳
児
の
幼
保
無

償
化
で
、
所
得
3
6
0
万
円
以
下
世
帯
の

副
食
費
が
無
償
化
さ
れ
た
。
こ
れ
を
0
・

1
・
2
歳
児
に
も
適
用
で
き
な
い
か
。

　

答
弁
　
子
育
て
支
援
は
十
分
充
足
さ
れ
て

い
る
。
家
庭
で
育
て
て
い
る
保
護
者
と
の

負
担
の
公
平
性
を
図
る
う
え
で
副
食
費
の

助
成
は
し
な
い
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

イ
ノ
シ
シ
対
策
の
強
化
を

　

質
問
　
防
護
柵
の
設
置
助
成
は
現
物
支
給

し
て
い
る
が
、
地
域
の
希
望
を
完
全
に
叶

え
ら
れ
る
よ
う
予
算
措
置
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

答
弁
　
国
の
補
助
事
業
分
は
66
％
、
市
の

助
成
を
入
れ
て
86
％
と
な
っ
て
い
る
。
不

足
分
は
次
年
度
以
降
に
要
望
し
て
欲
し
い
。

（
市
当
局
）

　

質
問
　
複
数
の
個
人
が
共
同
で
、
一
定
区

域
を
電
気
柵
等
の
防
護
柵
で
囲
む
場
合
の

設
置
補
助
を
考
え
な
い
か
。

　

答
弁
　
受
益
者
が
限
ら
れ
る
た
め
、
補
助

は
考
え
て
い
な
い
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
専
門
チ
ー
ム
を

作
れ
ば
ど
う
か
。

　

答
弁
　
県
で
は
、
捕
獲
専
門
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
、
今
年
度
か
ら
大
開
町
で
集
落
と

連
携
し
た
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
市
当
局
）

「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
」
入
湯
料

に
市
外
料
金
を

　

質
問
　「
ゆ
ぴ
か
」の
入
湯
料
が
上
が
る
が
、

市
内
住
民
の
料
金
は
据
え
置
い
て
、
市
外

料
金
を
設
定
す
れ
ば
ど
う
か
。

　

答
弁
　「
ゆ
ぴ
か
」
は
市
単
独
の
税
金
で

整
備
し
た
も
の
で
は
な
く
、
流
域
下
水
道

の
周
辺
整
備
事
業
で
作
っ
た
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
に
も
税
金
の
投
入
が
な
く
、
市

内
と
市
外
を
分
け
る
必
要
は
な
い
。

（
市
当
局
）

低
所
得
者
の
幼
保
副
食
費
助
成
を

　

質
問
　
上
下
水
道
管
の
災
害
対
策
と
断
水

時
の
対
策
を
問
う
。

　

答
弁
　
上
下
水
道
管
は
、
各
関
連
部
局
及

び
協
定
を
締
結
し
て
い
る
機
関
の
協
力
、

支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
断
水

時
に
は
「
給
水
量
1
日
1
人
あ
た
り
最
低

3
ℓ
の
確
保
」
を
前
提
と
す
る
と
、
全
市

民
に
対
し
約
4
か
月
分
の
給
水
量
は
確
保

で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　

質
問
　
設
置
条
件
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

問
う
。

　

答
弁
　
各
地
区
の
自
治
会
長
か
ら
の
申
請

等
を
受
け
て
、「
不
特
定
多
数
の
方
が
自

由
に
通
行
可
能
で
、
受
益
者
と
な
る
場
所

で
あ
る
」
こ
と
を
条
件
に
10
月
末
時
点
で

1
8
7
7
本
設
置
し
て
い
る
。

　

維
持
管
理
は
、
青
パ
ト
隊
が
点
検
を
実

施
す
る
ほ
か
、
地
域
住
民
や
警
察
等
か
ら

の
連
絡
に
よ
り
適
宜
調
整
や
交
換
等
を
行

い
、
交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
い
る
。

（
市
当
局
）

お
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

集
約
化
に
つ
い
て

　

質
問
　
今
後
の
展
開
と
ポ
イ
ン
ト
の
集
約

化
に
つ
い
て
問
う
。

　

答
弁
　
こ
の
事
業
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
的
に
、
市
民
が
取
り
組
ま
れ
る
活
動
の

う
ち
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
、
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
3
分
野
を
統
合
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
付
与
は

現
状
ど
お
り
継
続
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
等
へ
の
ポ
イ
ン
ト
の
集
約
化
は
、
国

等
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
進
め
て
い
く
。

（
市
当
局
）

こ
れ
で
安
心
‼
　
上
下
水
道
対
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
り
観
光
交
流
の
結
束
点

負
担
の
公
平
上
、
副
食
費
の
助
成
は
し
な
い

上
下
水
道
の
災
害
時
対
策
は
構
築
済
み

答
弁

子
ど
も
の
夢
と
希
望
を
叶
え
る
教
育
に
取
り
組
む

答
弁

答
弁
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弁
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Let’ s study English!耐震性貯水槽による訓練（大池総合公園）
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秘湯　鍬溪温泉



 第8回　議会調査研究活動報告会 第8回　議会調査研究活動報告会
令和元年度　小野市議会 議会調査研究活動（10～12月まで）

議員全員で、意見交換、情報共有を行いました。
詳しくは議会ホームページの「議会調査研究活動報告」で。

10月30日～
　　11月1日

全国市議会議長会
研究フォーラム in 高知

全天候型陸上競技場の整備について

議員が知っておくべき財政の話
基礎編11月6日

高知県高知市

派　遣　先 内　　　　容派 遣 日派遣議員

兵庫県洲本市

大阪府大阪市
（セミナー）

村 本 洋 子 、藤 原 貴 希
喜 始 真 吾 、久 後 淳司
河 島 三 奈 、髙 坂 純 子
前 田 光 教 、小林千津子
岡 嶋 正 昭 、川 名 善 三

藤 原 貴 希 、喜 始 真 吾

12月25日開催！！

常任委員会審査報告常任委員会審査報告
議会運営委員会行政視察報告
議会運営委員会行政視察報告議会運営委員会行政視察報告

令和元年10月3日（木）～4日（金）

愛知県安城市（改革度ランキング208位）　　議会のＩＣＴ化を調査　
　　　安城市議会の合言葉「やるじゃん安城」
　　　　　議員の危機感から始まったiPadProによる議会の見える化

ＩＣＴとは「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略
で、通信技術を活用したコミュニケーションを指し、情報処理だけではなく、インタ
ーネットのような通信技術を利用した産業やサービスなどの総称。

〇議会運営委員会の意見
　時代の流れも鑑み、議会のＩＣＴ化に向けた検討への賛同の声は多くあります。しかし、投資に
見合う成果を得るため、ますますの調査と研究が求めら
れています。

　ICT化で市民と議会を繋ぎ、議会の情報共有、
　　　　　　　　 市民への情報公開へ向け検討

愛知県犬山市（改革度ランキング114位）　　市民フリースピーチ制度等を研究　
　　　市民参加！「参加する。発言する。実現する。」フリースピーチ制度を導入

なり手不足や投票率の低下など数々の課題に直面する地方議会。ガラガラだった傍聴席が埋まった。公募で集まった
市民が議場で施策の提案や日頃の市政への思いを５分程度で話し、議員から質問を受ける。提案を受けた議会は、そ
の後の対応を議論する。地方議会として導入したのは犬山市が日本初。住民ならではの目線によって次々と課題を見
つけ、議会は議論し活性化する。

　　犬山市議会は応募総数２,２４２件の中から「第13回マニフェスト大賞」（マニフェスト大賞実行委員会主催、毎日新聞社・
　　早稲田大学マニフェスト研究所共催、株式会社共同通信社後援）においてグランプリを受賞。

〇議会運営委員会の意見
　視察内容の市民フリースピーチ制度を評価する意見
多数。現在、小野市では「市民との懇話会」と題し、
本会議休憩中に傍聴者の方々より質問や意見を受け付
けています。市長に、部長に、議員に何でも質問でき
る懇話会。今後ますます、運営等を検討していきます。

　　ぜひ議会傍聴に！　お待ちしております！

　12月定例会の提出議案審査について、12月23日に総務文教、民生地域の各常任委員会を
開催しました。

≪総務文教常任委員会≫
付託議案数：10件（議案第59号・64号・65号・

66号・67号・68号・69号・74号・
75号・76号）

審 査 結 果：議案第67号以外に反対討論はなく、
全会一致で可決すべきと決定。
議案第67号　小野市手数料徴収条
例等の一部を改正する条例の制定
について反対討論があり、採決の
結果賛成多数をもって可決すべき
と決定。

≪民生地域常任委員会≫
付託議案数：7件（議案第59号・60号・61号・

62号・63号・70号・71号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決す

べきと決定。

総務文教常任委員会

民生地域常任委員会 一
般
質
問
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⑭⑮

子どもたちの健全な成長と災害時の新拠点を担う

　平成30年4月オープンの学校給食センターの取組
について、調査、研究するため現地視察を行いまし
た。

　昭和42年建設の旧センターから新しくなり、
　　・温度25℃、湿度80％以下を保つ
　　・汚染（野菜洗浄前など）、非汚染区域を明確
　　　に区分
　　・床が濡れていないドライ方式へ
　　・おかずが2品から3品へ
　　・食物アレルギーへの対応
など、快適な調理場の環境のもと、おいしい給食の
提供に取り組まれていました。

　保護者対象のアンケートの結果でも概ね満足だと
いう回答だったそうです。

　委員からは、職員の健康管理、地産地消への取組、
食品ロス、異物混入、保護者への研修等について質疑があり、納得のいく回答を得られました。

10分以内で現場到着！

　消防署北分署（消防団北分団の拠点も兼ねる）は、主に下東条地区・河合地区への救急事案
に対応すべく設置された施設です。視察当時は、若い隊員の研修により、署長もローテーショ
ンに入り、日々の業務を行っておられましたが、消防本部との連携により、業務に支障が起こ
らないよう対応されていました。

　当分署の設置により下東条方面へ
もほぼ10分以内に到着が可能とな
り、近隣の市民からも、通報から出
動までの時間が非常に短く、現場到
着も早いとの声をいただいているそ
うです。市民としても安心して暮ら
せる施設として確認できました。
　なお、救急出動については、本部
が40％で、南分署と北分署でそれ
ぞれ30％をこなしています。

わかあゆ園の現状を知る

　昭和40年4月に1市7町で肢体不自由の機能回復訓練を行ったのが始まりです。
　現在は、医療型児童発達支援、保育所等訪問支援、障がい児相談支援及び特定相談支援事業を
4市で運営しています。
　現在の課題は、①職員不足、②疾病の個別対応困難、③医師の確保、④施設の老朽化が挙げら
れます。

消防署北分署

学校給食センター

北播磨こども発達支援センター わかあゆ園

総務文教常任委員会調査報告総務文教常任委員会調査報告

民生地域常任委員会調査報告民生地域常任委員会調査報告
11月12日（火）実施

9月30日（月）実施10月11日（金）実施

踏み間違うな！高齢運転事故のもと

　近年の高齢者の交通事故の悲惨な状況に鑑みて、小
野警察署を視察し、小野市の交通事故の状況を伺いま
した。

　平成30年度に小野市内で発生した人身事故のう
ち、高齢者関係事故発生件数は29 . 6％で、兵庫県下
の平均値34.0％と比べると低い状況でした。

　違反種別で見ると、①前方不注意、②一時不停止、③優先通行妨害等となっています。
また、運転免許証の返納数は、令和元年8月時点で前年1年間に匹敵する数値となっています。

　高齢者の交通事故防止対策では、①歩行中・自転車乗車中の高齢者の事故防止対策、②高齢
運転者による事故の防止対策、③高齢者保護意識の向上方策にそれぞれ取り組まれています。

　運転免許の自主返納も方策の一つですが、高齢者自身が自分の運転技量を認識できる取組の
必要性を感じました。

小野警察署

調理室のモニター
小野シルバーリーダースクール
（小野自動車教習所）

支援を必要とする親子
わかあゆ園（療育の様子）

試食した三色丼

負担金

小野市

西脇市

加西市

加東市

療育

相談

保育
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　一般質問が行われる3月11日（水）、12日（木）は、
「託児コーナー」を開設します。傍聴の際には、
1歳から就学前のお子さまをお預かりします。
希望される方は、3月3日（火）
までに議会事務局にお申し込
みください。
（費用負担はありません）

第190号　令和2年2月1日　　編集発行／小野市議会　小野市王子町806-1 ⑯

あ

と

が

き

あ

と

が

き

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　小野市議会では、本会議を一般公開しています。
当日受付で、住所・氏名を記入するだけで、どな
たでも議会の傍聴ができます。
　市役所５階の議会事務局までお越しください。

「手話通訳」・「要約筆記」を利用できます「手話通訳」・「要約筆記」を利用できます
　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約
筆記」を利用することができます。
　希望される方は、希望される
定例会開催日の8日前までに議会
事務局にお申し込みください。
（費用負担はありません）

★一般質問では、市長から提出された議案や、市政
全般について議員が質問し、市長や部長等が答弁
します。
★3月定例会で一般質問する項目・内容については、
3月中旬に市議会ホームページに掲載します。

　一般質問が行われる11日（水）と12日（木）の
本会議休憩中に、傍聴者から質問していただく
機会を設けます。
　議会傍聴を終えて疑問に思われた点など、ぜ
ひ、ご意見をお聞かせください。

「託児コーナー」を開設「託児コーナー」を開設

議会と市民との懇話会議会と市民との懇話会

ＱＲコードで議会中継へ
簡単にアクセス！
ＱＲコードで議会中継へ
簡単にアクセス！

傍
聴
席
か
ら
見
た
議
場

傍聴に来れなくても…

☆3月定例会日程☆

3月26日（木）　午後１時３０分～
　本会議（第４日）　議案の採決など

3月12日（木）　午前１０時～
　本会議（第３日）　一般質問実施

3月11日（水）　午前１０時～
　本会議（第２日）　一般質問実施

2月26日（水）　午前１０時～
　本会議（第１日）　議案説明

≪お申し込み先≫　議会事務局　ＴＥＬ．63－1006（直通）　ＦＡＸ．63－4108　Ｅ-mail:gikai@city.ono.hyogo.jp

議会傍聴者数 12月定例会 45名
（令和元年度累計175名）

市議会放送

　
「
小
野
市
議
会
の
取
り
組
み

を
も
っ
と
知
っ
て
頂
き
た
い
！
」

 

そ
ん
な
想
い
で
、
今
回
は
小
野

市
議
会
と
他
の
市
議
会
の
状
況

を
比
較
し
て
頂
け
る
よ
う
企
画

致
し
ま
し
た
。

 

政
務
活
動
費
の
廃
止
や
、
議
会

調
査
研
究
活
動
報
告
会
、
議
会

と
市
民
と
の
懇
話
会
な
ど
、
小

野
市
議
会
が
全
国
で
も
稀
な
独

自
の
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
他
市
町
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
学
び
な
が
ら
、

〝
小
野
市
議
会
流
〞
の
開
か
れ

た
議
会
を
め
ざ
し
、
皆
さ
ま
の

お
声
を
反
映
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
市
議
会
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　

平
田
真
実
）


